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Abstract: 
 From the interview with 18 teachers involved with a clinical training in a college of nurse, we clarified the caring 
that teachers were providing for students in the clinical training. The interview was a semi-structured one. Its 
contents were an attribution of the teachers, their charged subjects, what kind of caring they provided to students in 
the clinical training and their experiences they felt rewarding and their own growth through involving with the growth 
of their students. We made the contents of interview to be a verbatim report and analyzed it qualitatively and 
descriptively, arranged the codes that had similar semantic ontents, and created a category. 
 The age group of subjects, in their 20s and 30s, the average of education history was  3.6±  1.8 years. Their duty 
position was all assistant professor. Their main charged subjects were Fundamental Nursing: Clinical Practice, Adult 
Health Nursing: Clinical Practice and Geriatric Nursing: Clinical Practice. They were people in charge of clinical 
practice who had charge of subjects uch as people between adulthood and second childhood. The caring providing by 
them is organized into 10 categories: "allaying tensions and arranging an environment", "consideration for study", 
"observation and greeting"
, "advice and suggestion", "making students conscious things they could do and the 
teachers want them to try", "understanding and respect for an individual", "trust and wait", "adjusting the relationship 
of group", "avoid becoming a threat" and "learning how to deal with themselves".
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要旨:
看護大学で臨地実習に携わっている教員18人 のインタビューから,実 習で教員が学生に対 しておこなってい
るケア リングを明らかにした。インタビューの内容は,実 習で学生に対してどのようなケアリングをおこなって
いるかな どで,語 りの内容を逐語録 とし,質 的記述的に分析 した。
対象者の年齢は,20～30代で,教 育歴の平均は3.6±1.8年だった。職位は全員が助教だった。主要な担当科
目は,基 礎看護学実習,成 人看護学実習,老 年看護学実習な どであ り,成人期から老年期にある対象を受け持つ
実習の担当者であった。教員がお こなっているケアリングは,【緊張を緩和 し,環境を整える】【学習に配慮する】
【観察 し声をかける】【助言 と提案をする】【やれていることと頑張って欲 しいことを意識させる】【個を理解 し
尊重する】【信頼し,待 つ】【グループの関係を調整する】【脅威にならない】【自分 との付き合い方を学んでもら
う】の10の カテゴリーにまとめられた。
キーワード:臨地実習,看 護学生,看 護教員,ケ アリング
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1.はじめに
看護教育においては,専 門的な知識や技術の修得だ
けでなく,思いや りや倫理的感性を育み,人 間性豊か
な看護職を育成することが求められている。カリキュ
ラムの中でも臨地実習は,青年期にある学生が患者 と
関わりながら様々な体験を通 して,看護について学び,
考えを深めてい く過程である。実習での経験を通して,
学生は人 としてまた看護者 として大きく成長 していく。
しかしその一方,青 年期にある学生は自己意識や対人
関係が未熟であり,揺れ動 く存在である。様々な興味
や関心,成長の可能性を持ちながらも,患者や看護師,
教員など実習を取 り巻 く他者 との関わりを通 して自己
と対峙 し,悩みや葛藤を抱えることも多い。また学習
の場は病院など慣れない環境であり,実習記録などこ
なさなけれぼならない課題も多 く,時間に追われ,常
にストレスが強い状態である。
そのようなことから,臨地実習において学生に最も
関わり,教育に責任を負 う立場である教員には,学生
に対するケアリングが求められる。ケアリングが注目
されるようになったのは,哲学者のメイヤロフによる
『ケアの本質』が1971年に出版されてからである1)。
メイヤロフ2)は,すべての人は他者をケアすることで
人 として生きるのであり,この世で場の中にいること
を可能にすると述べている。看護学では,レイニンガ
ー,ワ トソン,ベ ナーをはじめ,ローチ,ボイキンな
ど多 くの理論家がケアリングについて説明している1)。
ケアリングの定義は理論家によって様々であるが,思
いや りを伴 う他者への関わりであり,他者を癒 したり
力づけたりするものであると考える。教育学では,ノ
ディングス3)が著書において,すべての子 どもがケア
され,ま た他者をケアすることを学ばなければならな
い と教育におけるケアリングの重要性を述べている。
看護教育では,ベ ヴィスとワ トソンはケアリングカリ
キュラム4)の中で,看護教育は従来の行動主義を基盤
としたカリキュラムから,ケ アリングを基盤 としたカ
リキュラムへのパラダイムシフ トが必要であると述べ
ている。 しかしながら我が国において,ケ アリングを
基盤にカリキュラムを系統立てて展開している大学は
少ないのが現状である5)。
臨地実習における学生へのケアリングの重要性につ
いて,安酸6)はヒューマンケアリングの教育モデルを
提示 し,学生は教員から 「ケアされる人」 としての経
験をしなが ら 「ケアする人」 として成長 していくと述
べている。学生に対する教員のケアリングに関する研
究は,学生を対象にインタビュー7～9)やアンケー ト10),
面接指導場面をテープに録画し,再構成 したもの11)
があり,【承認,傾聴,内省の促し,学生の人権への配
慮】7),【学生 と共に在る,モデリング,教員の態度 ・
雰囲気,成 長のための適切な助言】8)など学生が捉え
た教員か らのケアリングは明 らかになっているが,教
員を対象にした研究はおこなわれておらず,教 員が捉
える学生へのケアリングは明 らかにされていない。ま
たケアリングの定義も,看護に関わる用語解説集7)や
ケアリングカリキュラム4)における教員の役割を参考
にしたもの7)など様々であるため,本研究ではメイヤ
ロフのケアリングの定義に基づき,教員を対象 とした
調査を行 うこととした。本研究を通 して,臨地実習で
教員が学生に対 しておこなっているケアリングを明ら
かにしたい。
亘.用語の定義
【ケアリング】
本研究では,メ イヤロフのケアの本質8)を参考に,
ケアリングとは 「その人が成長すること,自己実現す
ることをたすけることであり,相手に対し関心を抱き,
最大限その要求に応えられるようにすること」とする。
皿.研究 目的
本研究の目的は,臨地実習で教員が学生に対 してお
こなっているケアリングを明 らかにすることである。
W.研 究方法
1.対象
4年制の看護系大学に勤務 しており,臨地実習で学
生指導に携わっている教員18人
2.データ収集期間
平成23年2月 ～24年3月
3.調査方法
インタビューガイ ドに基づき,半構成的面接を行っ
た。時間は1時 間程度で,対象者の許可を得て内容を
録音 した。
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4.調査内容
対象者の属性(年齢,職位,教育歴),担当科目と実
習環境(科 目名,実 習時間,実習場所,教 員の指導体
制,学生の人数),実習で学生に対 してどのようなケア
リングをおこなっているか,実習で学生の成長に関わ
ることができ,自分もや りがいや成長を感 じた体験 と
した。ケアリングの定義については,用語の定義で示
したように 「その人が成長すること,自己実現するこ
とをたすけることであり,相手に対 し関心を抱き,最
大限その要求に応えられるようにすること」 とインタ
ビュー時に説明 し,臨地実習でどのようなことを行っ
ているかとい うことを質問した。インタビューガイ ド
は,作成にあたり先行研究を参考にしたが,ケ アリン
グ理論に基づ くものや自分の考えに合 うものがなかっ
たため,独 自に作成 した。
5.分析方法
インタビューの内容は逐語録 とし,質的記述的に分
析 した。実習で教員が学生に対 しておこなっているケ
アリングに関連すると思われる記述を文脈に留意 しな
がらコー ド化 し,コー ドを類似する内容ごとに整理し,
サブカテゴリー とした。さらに意味内容の類似 したサ
ブカテゴリーを整理 し,カテゴリー とした。なお分析
の信頼性を確保するため,コー ドをサブカテゴリーさ
らにカテゴリー と整理する過程において,研究者間で
分析内容を確認 した。
V.倫理的配慮
対象者には説明書を用いて口頭で説明を行い,研究
の参加に同意が得 られれば同意書に署名をもらった。
研究への参加は自由意思であり,いつでもとりやめる
ことができること,研究に参加 しないあるいは途中で
取 りやめても不利益になることはないこと,インタビ
ューの内容は許可を得て録音するが,録音内容や逐語
録などデータは鍵のかかる場所で厳重に保管 し,研究
が終了次第速やかに破棄すること,また個人情報の保
護には十分に留意 し,個人が特定されるような扱いを
しない ことを約束 した。なお,本研究は,福井大学医
学部倫理審査委員会の承認を得て行った。
VI.結果
1.対象者の属性 と実習環境
対象者の年齢は,30代が17人,20代が1人 だっ
た。全員が国 ・公 ・私立大学の教員で,教育歴は1～8
年,平 均は3.6±1.8年だった。職位は全員が助教で,
1人のみ男性だった。多 くの対象者は,成人看護学実
習 と基礎看護学実習,統 合実習を担当するなど複数の
科 目を担当していた。表1に 対象者の概要を示すとと
もに,主要な担当実習科 目を示 した。なおインタビュ
ー時間は一人あたり39～61分で,平均は51.7±5.7
分だった。
表1対 象者と実習環境の概要
対象 性別 年齢 教育歴 職位 主要な実習担当科目 学年 実習期間 学生の人数と指導体制
A 女性 30代 5年 助教 成人看護学実習 3年生 3週間 1グルー プ5～6人を担当する
B 女性 30代 5年 助教 成人看護学実習 3年生 3週間 1グルー プ5～6人を担当する
C 女性 30代 4年 助教 成人看護学実習 3年生 2週間 1グルー プ6～7人を担当する
D 女性 20代 1年 助教 老年看護学実習 3年生 2週間 1グルー プ6～7人を担当する
E 女性 30代 7年 助教 成人看護学実習 3年生 3週間 1グルー プ6～7人を担当する
F 女性 30代 2年 助教 老年看護学実習 3年生 2週間 1グルー プ6～7人を担当する
G 女性 30代 3年 助教 老年看護学実習 3年生 3週間 1グルー プ5～7人を担当する
H 女性 30代 8年 助教 成人看護学実習 3年生 3週間 1グルー プ8～9人を担当する
1 女性 30代 3年 助教 基礎看護学実習 2年生 2週間 1グルー プ6～7人を担当する
J 女性 30代 3年 助教 老年看護学実習 3年生 3週間 1グルー プ8～9人を担当する
K 女性 30代 3年 助教 成人看護学実習 3年生 3週間 1グルー プ5～6人を担当する
L 女性 30代 4年 助教 成人看護学実習 3年生 2週間 1グルー プ6～7人を担当する
M 女性 30代 3年 助教 精神看護学実習 3年生 3週間 1グルー プ5～6人を担当する
N 女性 30代 2年 助教 基礎看護学実習 2年生 2週間 1グルー プ6～7人を担当する
0 女性 30代 2年 助教 基礎看護学実習 2年生 2週間 1グルー プ6～7人を担当する
P 女性 30代 3年 助教 成人看護学実習 3年生 2週間 1グルー プ6～7人を担当する
Q 男性 30代 4年 助教 成人看護学実習 3年生 4週間 1グルー プ6人 を担当する
R 女性 30代 2年 助教 成人看護学実習 3年生 4週間 1グルー プ6人 を担当する
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2.教員が学生に対 しておこなっているケアリング
表2に 結果を示 した。表中のアルファベッ トは対象
者を,番号は対象者ごとのコー ド番号を示す。総コー
ド数は131で,29のサブカテゴリー,10のカテゴリ
ーにまとめられた。10のカテゴリーは,【緊張を緩和
し,環境を整える】【学習に配慮する】【観察 し声をか
ける】【助言と提案をする】【やれていることと頑張っ
て欲 しいことを意識 させる】【個を理解 し尊重する】
【信頼 し,待つ】【グループの関係を調整する】【脅威
にならない】【自分との付き合い方を学んでもらう】で
あった。以下表記は,【カテゴリー】,〈サブカテゴリ
ー〉,"対象者の語り"とする。
1)【緊張を緩和 し,環境を整える】
コー ド数は22で,〈 緊張を緩和する〉<力 が出せ
るよう環境を整える〉<患者や看護師との関係を調整
する〉〈気持ちを楽にさせる〉の4つ のサブカテゴリ
ーから構成された。
〈緊張を緩和する〉は,実習科目の開始時など学生
の緊張が強い時に緊張を緩和する関わりである。"3年
生の初めのクール とかほんとに実習そのものが分から
ないので,ま あ とにか くあの～緊張 しすぎないよう
に…(中 略)注意しながら関わっているんです(B氏)"
のように,言葉をかけたり,気持ちをほぐしていた。
〈力が出せるよう環境を整える〉は,"自分でやって
い くことができるようなその外回りを整えてあげるこ
と(H氏)"の ように,臨地での実習環境を整える関
わりであった。
〈患者や看護師 との関係を調整する〉は,患者や看
護師 との関わりがうまくいくように調整 し,サポー ト
する関わりである。"患者さんとのことで困ってないか
とか看護師さんとの調整 とかで困ってないかとかいう
のは気づいて言 う時もあれぼ,ほ んとに自分の確認 と
して聞いている時もあります(1氏)"のように学生に
声をかけたり,受け持ち患者から"も うちょっと来な
いで欲 しい"と 言われた時に,なぜそのように言われ
たのか考えさせながら,受 け持ちを継続できるように
調整 していた(L氏)。
〈気持ちを楽にさせる〉は,実習開始から1週 間は
患者の全体像や看護問題が"分からないから(K氏)",
"1週目に何 していいか分からないと言 う学生はやっ
ぱりいるんですが,分からな くて当然です(K氏)"と
気持ちを楽にするような言葉をかけ,看護過程に取 り
組めるようにしていた。
2)【学習に配慮する】
コー ド数は9で,〈 記録の進め方を個に合わせる〉
〈学習よりも体験を優先させる〉〈学習に配慮する〉
の3つ のサブカテゴリーから構成された。
〈記録の進め方を個に合わせる〉は,記録の進め方
を個別に話 し合ったり(C氏),個別性に合わせて課題
を提示する関わりである。B氏 は"無理な課題は与え
ないように最初のうちはですね,や っぱ り学生みて,
(中略)その子に合わせた指導をやっぱ りしてるかな
と思います"と 語った。
〈学習よりも体験を優先させる〉は,事前学習や練
習が不十分であっても,状況をみて体験を優先させる
関わ りである。学生が実習初 日に温竃法を計画 した時
のことを振 り返 り,G氏 は"初 日に温竃法… と思い,
まずは情報 とって…(中 略)が大事だと思ったんです
けど,(学生の)気 持ちが大事かなとそこで思ったの
で…"と 語った。
〈学習に配慮する〉は,成績や演習での取 り組み,
プライベー トな問題などから,どんな症例を受け持つ
のがよいか実習前に少 し考えて,学生 と面談をもつ関
わ りである。N氏は,"成績とか,演習の時の取 り組み
の態度 とか,あの… 今抱えているプライベー トな問題
だとかってい う所も若干 こう把握 しておいて,(中略)
この学生には例えば難 しいだろうけどこういう疾患の
方を持ってもらってとか思いながら,(中略)あらかじ
め少 しは考えておいて,で学生 とも個別の面接をする
ので…"と 語った。
3)【観察 し声をかける】
コー ド数は11で,〈 あれ と思ったら声をかける〉
〈体調や気持ちを観察する〉の2つ のサブカテゴリー
か ら構成された。
〈あれ と思ったら声をかける〉は,学生の様子を観
察 しなが ら,状況を予測して声をかける関わ りである。
J氏は,眠 そうな学生に声をかけたところ家庭に問題
があることが分かった経験から,"核心に迫るような投
げかけでなくても,ち ょっとそうい う,こ うボールを
投げてみると実は… みたいなことが結構…"と 語っ
た。
〈体調や気持ちを観察する〉は,朝,実 習に向き合
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えているかどうかを学生の様子から観察 したり(A氏),
顔色を見て体調を確認 したり,睡眠がとれているかど
うか聞いたり(R氏)していた。
4)【助言と提案をする】
コー ド数は16で,〈 背中を押す〉<様子をみなが
ら助言する〉〈はっきり言 う〉<一緒に考え提案する
〉の4つ のサブカテゴリーか ら構成された。
〈背中を押す〉は,やれそうなところを伸ばすよう
に声をかけたり(L氏),自主的な学生がいる一方,指
示を待つ学生もおり,"指示をしてくれないと困るとい
う場合は,(中略)指示をしてうまくいったら,じゃあ
これはあなた一人でできるはずだから,次 は考えたら
どうかって…(Q氏)"の ように,背 中を押す関わり
であった。
〈様子をみながら助言する〉は,ど う受けとめてい
るのか,ど う思 っているのか考えなが ら注意 した り
(A氏),やる気をみながら意欲をそがないようにア ド
バイスする(K氏)関わ りであった。K氏は,学生が作
成 した食事指導のパンフレッ トに対する助言の経験か
ら,"学生を見ながらじゃないと,どのくらい意欲があ
るかじゃないと,そのやってきたことをやってきたか
らいい じゃないかという学生 と,本当に役に立つもの
が出来ましたという学生 と,その辺意欲をやっぱりそ
がない とい うところと…"と 語った。
〈はっきり言 う〉は,"ここは言わねばなりませんと
い う時は,こ こはこう思 うけどどうかなって(A氏)"
や,髪 の色や服装など学生が"自分の価値観で動 くこ
とが,高 齢者を尊重できないということに(自分が)
気づいた時に,(中略)駄目と言 うよりはそこを考えて
欲 しいなと思 う時はちょっと言えるようになったんで
すけど…(G氏)"の ように患者に影響があることは
はっきり助言する関わりであった。
〈一緒に考え提案する〉は,患者のケアについて,
どうすれぼいいかを一緒に考えたり(F氏),考えてい
ることや感 じていることを聞きながら提案する関わり
であった。
5)【やれていることと頑張って欲 しいことを意識さ
せる】
コー ド数は27で,〈 やれていることを褒める〉<
患者の反応を共に喜ぶ〉<い いところと頑張って欲 し
い ところを言 う〉<で きなかったところを意識させる
〉〈自己の振 り返 りを助け,力 が出せるようにする〉
の5つ のサブカテゴリーから構成された。
〈やれていることを褒める〉は,頑張っていること
や努力 していること,やれていることを認めて褒めた
り,学生が気づけるようにする関わ りである。"休憩時
間とかに,な んか 「行きます」みたいな(挨拶が)大
きな声で言えてたとか,聞こえたよと言った りとか…
(0氏)"のように挨拶や,睡眠を削って勉強 してきた
こと(C氏)などさまざまなことを褒めていた。
〈患者の反応を共に喜ぶ〉は,患者の言葉を伝えた
り,反応を一緒に喜ぶ関わり(D氏)であった。
〈いい ところと頑張って欲 しいところを言 う〉は,
今 日の学びの記録には"一ついいことを書いて,も う
二つ くらいになっちゃうんですけど,も うちょっとこ
うい うところは頑張ろうね というところを書 くように
していて…(L氏)"の ように記録のコメン トや対話
を通 して(N氏)助言を行っていた。
〈できなかったところを意識させる〉は,"もっとこ
うしたらいいのになと思ってるところって,本人も直
したくなったり,気づけたところであったりみたいな
感 じなので,あ まりこう気にさせすぎず…(1氏)"
学生が気づいた課題をさりげなく意識させる関わりで
あった。
〈自己の振 り返 りを助け,力 が出せるようにする〉
は,補習実習の学生に毎 日プロセスレコー ドを書いて
もらい思考を振 り返ってもらったり(K氏),患者の様
子を振 り返る時に,教員がこうだったよね と言 うので
はなく学生に振 り返ってもらった方が持てる力を活か
せる(L氏)のように,学生が主体的に振 り返 りができ
るように関わっていた。
6)【個を理解 し尊重する】
コー ド数は15で,〈 思いや考えを聞く〉<個 を理
解する〉〈尊重する〉〈生活面をねぎらう〉の4つ の
サブカテゴリーから構成された。
〈思いや考えを聞く〉は,"まずは聞くとかですかね
(A氏)"や"学生もすごく考えられてるんだなって,
聞いてい くとちゃんと考えられていることとかもある
ので(中略)ち ゃんと気持ちを聞いて(G氏)"のよう
に,思いや考えをきちんと聞 くという関わ りであった。
〈個を理解する〉は,患者 との会話から"そんな話
してたんですね とか,や っぱりそういうこともあるし
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(D氏)"のように学生への理解が深まったり,患者 と
の関係づ くりや看護師 とのや りとりから個性をつかむ
(H氏)関わ りであった。
〈尊重する〉は,個人を尊重 し,二十歳前後の学生
にとって実習は"本当に日常的ではない(H氏)"こ と
を理解する関わりであった。H氏 は"学生個人 と思っ
て関わっていってあげれぼ,そ の学生も病気 というの
ではなくて患者さん… 患者さんとい うか病気を持っ
て生きている人 と思って患者さんを見てくれるかなあ
とい うところがあるので,そ ういうふ うな感 じで私も
意図的にそういうふ うにして学生に関わってあげたり
とか…"と 語った。
〈生活面をねぎらう〉は,実習施設に時間をかけて通
っている学生に,"頑張っているねというような事を言
ったり(E氏)"ねぎらいの言葉をかける関わりだった。
7)【信頼 し,待つ】
コー ド数は9で,〈 しぼらく待つ〉<信 頼し,あき
らめない〉の2つ のサブカテゴリーから構成された。
〈しばらく待つ〉は,自分で考えたり,気づけるよ
うにするため,し ばらく待つ とい う関わりだった。
J氏は"自 分で考えさせるようにはしているので"と
い う一方で,"もう実習自体が2週 間… たった2週 間
なのでうまくいかなかったりというところで,(中略)
駆け引きとい うか,ど こまで待てばいいのかなという
ところは,な んか最近ちょっと難 しくなってきてるな
と思 うので"と語った。
〈信頼 し,あきらめない〉は,学生を信頼 し,最後
まで諦めずに気がついて欲 しい点について根気強 く言
い続ける関わりであった。M氏 は,患者の思いや考え
ではなく学生自身の思いや考えによって実習が進めら
れているある学生 との関わりにおいて,"「これが私が
自分の計画を患者さんに押 しつけてるということなん
ですね」 というふうに(学生が)言 うことがあって,
あっそうなんだよって,そ こ分かって気づけたんだね
と言って,そ こをじゃあもう一回患者さんにやっぱり
聞いておいでと言って…(中 略)私も言い続けてきた
んですけど"と根気強い関わりによって学生が変化 し
た経験を語った。
8)【グループの関係を調整する】
コー ド数は7で,〈 グループの関係を調整する〉の
1つのサブカテゴリーから構成された。いずれの対象
者も実習は5～9人のグループ単位で担当していたが,
主にG氏 とJ氏から語 りが得られた。G氏 は"ほ んと
に仲が悪い学生たちは実はこんなんなんだと言ってき
たりはしますかね"とグループ内の関係性を語 り,"前
の実習でうまくいってなくて,受 け入れ られないとい
う状況もあったので,そ うい うのは最初にやっぱり気
づ くと全然違います"と い うように,"最初の1週 間
くらいである程度(グループの関係性を)把握 しない
と,実 習が終 わるまでには関わ りきれない とい う
か…"と,最 初の1週 間で関係性を把握 していた。
J氏はオリエンテーションでお互いに自己紹介を行い,
"お互いが興味をもち合えるとい う雰囲気"を 作 り
,
グループのリーダーを決めていない中で,"まあ誰か一
人キーマンを見つけて,そ の子に託 してみるとか"の
ようにグループダイナミクスの形成に関わっていた。
9)【脅威にならない】
コー ド数は13で,〈 脅威にならない〉<1対1で
話す〉〈困った時は助ける〉の3つ のサブカテゴリー
か ら構成された。
〈脅威にならない〉は,教員の存在が学生にとって
脅威 とならないよう"なるべ く威圧感 とかそういうの
を与えないように(B氏)",また"潰 れそ うになって
いる感 じに見える人の場合は,脅 かさないようにあま
り責めない というか,記録が書けなくてもゆっくりで
いいよとか(B氏)"のように関わっていた。また実習
態度の悪い学生に対 して"私 との関係はちょっと置い
ておいて,看護 としての注意だけをするようにしまし
た。私もそんなに感情を出さないように(K氏)"や"あ
まり理不尽な怒 り方は しないよ うに しよ うと思 って
(L氏)"のように注意や助言をする時に脅威 とならな
いように関わっていた。
〈1対1で 話す〉は,学生が困っていることは学生
が話 しやすいように1対1で 話 したり(1氏),"改善
点を求める時はまあみんなの前で改善点を求めるので
はなくて,なるべ く1対1に して,ほめる時はみんな
の前でほめるとい うスタイルにする(Q氏)"という関
わ りだった。
〈困った時は助ける〉は,"患者さんと意思疎通がと
れていない(A氏)"学生や,患者 との関係でつまつい
ている学生に"目 をかけたりとか,手 をかけたりとか
一応 しているつ もりなんですけど(A氏)"のように,
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学生が困った時に助ける関わりであった。
10)【自分との付き合い方を学んでもらう】
コー ド数は2で,<自 分 との付き合い方を学んでも
らう〉の1つ のサブカテゴリーから構成された。B氏
は,"摂食障害があったり,うつっぼかったりとか"メ
ンタル面で問題のある学生に対 して,"自分でその病気
とうまく付き合って,で,仕 事がやっていけるという
のが多分必要になると思っているので,(中略)患者さ
ん と付き合える自分の気持ち,精神状態が保てるだと
かってい うことを今のうちに学習 してもらえたらいい
かなと思 うので"と語 り,病気 と付き合いながら患者
と向き合えるよう学習をサポー トしていた。
表2教 員が学生に対 しておこなっているケア リング
カ テ ゴ リー サブカテゴリー コ ー ド
緊張を緩和 し,環境
を整える
緊張を緩和する B一①初めのクールは緊張 しすぎないように落ち着いて患者と関われるように
する
D一④緊張してしゃべれない学生にはケアの目的や根拠 を整理する
E一①緊張が強い時は,そ の時々で言葉をかける
H一②顔がこわばっていた り落ち着かない学生には全然関係ない話をする
L一①緊張が楽になるよう声かけ した り準備の確認をして送 り出す
L一②前 情報や表情を見て,リ ラックスさせるような声をかける
L一③緊張してくる気持ちをほぐす
N一⑧個別性を見て不安が強い学生はとにか く褒める
P一②緊張している学生は一緒に患者のところに行 く
力 を出せ るよう環境
を整える
H一⑥自分でやっていけるよう環境を整える
K一⑥学生との関わ りで工夫 していることはスタッフに説明 して協力を得る
N一②実習場で安心 して自分が出せる環境をつくる
患者や看護師との
関係を調整する
A一②(大 変な状況では)落 ち着いて患者の話を聞けているかどうか聞く
F一⑨看護師の指導が脅威と感 じる時は側にいる
H一⑧患者や看護師との付き合いの負担感を取 り除 く
1一①患者のことや看護師との調整で困っていないか声をかける
L一⑥患者に拒否された理由を自分で考えさせながら,受け持ちを継続できるよ
う調整する
N一①看護師との調整が出来ない学生には,「一緒に行 こうか」と一緒に行き,
「明日は一人で行 けるよう頑張ろう」と声をかける
Q一⑤学生の意思を尊重 しなが ら患者との関わ りがうまくいくよう調整する
気持ちを楽にさせる F一②分かるわけないやろう,完壁にできるわけないやろうと気持ちを楽にする
J一①失敗体験を植え付けないようフォローする
K一①1週 目患者に何 していいか分か らないと言う学生には分からなくて当然で
す と言う
学習に配慮する 記録の進め方を個に
合わせる
B一③記録の課題は個に合わせる
C一①緊張を感 じる時は記録の進め方を特に話 し合う
H一⑤自分で考えられるよう範囲を限定した り状況を整える
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カ テ ゴ リー サブカテゴリー コ ー ド
K一②看護過程の進め方が分かるまで確認する
P一①きれいに書こうと思わなくていいか ら落書 きみたいでいいか ら書いてご
らんと言 う
学習よ りも体験を
優先させる
G一⑥学習よ りも学生の気持ちを優先 して実践 させる
G一⑩できない技術は学生に任せるのではなく患者との間に入りその場で指導
する
L一⑧血圧が測れないことを駄 目とは言わず,ち ょっと気になるけど患者のとこ
ろに行こうかと促す
学習に配慮する N一⑧成績や演習の取 り組み,プライベー トな問題か ら受け持ち患者を少 し考え
ておく
観察 し声をかける あれ と思 った ら声 を
かける
A一①看護過程でつまついているところや疑問がありそ うなところを予想 して
声をかける
E一⑥病棟で様子をみながらちょいちょい声をかける
J一③あれ と思ったらボールを投げてみる
M一②最初は 「何か困ってない?」 と聞くが,様 子が分かって くると 「今日はど
うだった?あ の時どうだった?」 と聞 く
N一⑨表情が暗い学生に 「なにかあったの?」 と聞 く
体調や気持ちを観察
する
A一③朝実習に向き合えているかどうか確認する
D一①初 日に前の実習と比べた感想を聞く
G一⑪実習に対する思いを聞いて対応する
L一⑱記録の表情から体調や行き詰 りを察する
L一⑲表情を見て関わ り方を変える
R一①体調や寝ているかどうかを聞 く
助言と提案をする 背中を押す F一①力のある学生は力が出せるようにする
L一⑩ここはやれそうと思っているところを伸ばすような声をかける
Q一②ス トレスにな らないよう進捗状況をみながら実習に出てきてかつケアを
することが大切なのだと説 く
Q一③指示が欲 しい学生には少 し指示 して うま くいった ら次は一人で出来るは
ずだから考えてみよう,一 緒に見るか らと言う
様子をみながら助言
する
A一⑧どう受けとめているのか どう思っているのか考えなが ら注意する
K一⑤学生は経験がないので経験に基づくア ドバイスをする
K一⑦どの くらいやる気があるか見ながら意欲をそがないようにア ドバイスする
L一④コメン トは柔らかい色で書 く
はっき り言 う A一⑦はっき りと言わなければならないことは 「ここはこう思 うけどどうかな」
と言う
G一⑧ 自分の価値観で動 くことが患者を尊重できないことにつながる時は考え
て欲 しいと言う
H一⑦覚悟を決めて看護観 を覆す
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カ テ ゴ リー サブカテゴリー コ ー ド
L一⑯患者に苦痛を与えることは気づくようちょっと待つが,気づけない時は分
かるように厳 しく言う
一緒に考え提案する A一⑤課題はす ぐには直せないかも しれないが次につながるように今どうした
らよいかを一緒に考える
F一④やったケアがいい悪いは言わず,ど うすればいいかを一緒に考える
M一③考えていることや感 じていること,状況が分かるように聞いて 「こうした
らいいかね」と提案する
Q一⑨や り方をこう変えてみたらどうか と提案する
やれ ていることと
頑 張って欲 しいこ
とを意識 させる
やれていることを
褒める
C一②睡眠を削って勉強 してきて一日緊張の中で過ごした日は,できたところを
言 う
E一②自分でできたところに気づけるようにする
G一⑬成長した り出来たことはなるべ く褒める
G一⑭患者の反応 を喜び,こ こまでやったか らと介入を確認できるようにする
J一⑤患者の変化を学生にかわ って言語化する
L一⑪努力していることはいいよその感 じでと言う
L一⑫出来ているところに目をやり素直に褒める
L一⑬出来ていないところの指摘は ぐっと我慢 して,ち ょっとしたいいところを
さが して言う
N一④褒めて長所を強化する
N一⑥頑張ったところを褒めると学生と信頼関係ができる
N一⑩やる気につながるよう意図 して褒める
0一①必ず褒めるということではないが,変わ ったと思 うことがあればロに出す
0一②挨拶の声が大きくなれば大きな声で聞こえたよと言う
0一③ベッドサイ ドではいい顔 してたよと言 う
患者の反応を共に
喜ぶ
D一②やる気がないと言 う学生に1よ 患者のいい反応を伝えて喜びを共有する
D一③患者の言葉を伝える
D一⑤患者の反応を一緒に喜び,関 わ りを認める
Q一①患者にケアして喜んでもらうことが自分の喜びにもなることを大切にする
いいところと頑張 っ
て欲 しいところを
言 う
L一⑤コメン トはいいところと頑張って欲 しいことを書 く
N一⑤出来ていないことを伝えるために5か10褒 める
で きなか った ところ
を意識させる
E一③できなかったことはこう考えられたねと言う
F一③できなかった ことが何でなぜできなか ったのかを分かっていればいいと
言 う
1一③頑張って欲 しいところは本人も気がついているので気にさせすぎない
自己の振 り返りを
助け,力が出せるよう
にする
G一⑦自分を認めることが成長につながるのだということを伝えたい
J一⑧いいところを見つけそこを強化 して幅を広げる
K一③補習実習で毎日プロセスレコー ドで思考を振 り返る
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カ テ ゴ リー サブカテゴリー コ ー ド
L一⑨自身を振 り返 り,持てる力を活かせるようにする
個を理解 し尊重す
る
思いや考えを聞 く A一⑥あなたはどう思 うのかと振る
A一⑨まずは聞 く
F一⑦学生の言 うことは一回受けとめる
F一⑧責めないロ調で話を聞 く
G一⑤学生の考えや気持ちをちゃんと聞く
G一⑫どの学生にも今の気持ちを聞 く
M一① 話 を 聞 くこ と
個を理解する D一⑥患者 と話 し学生への理解を深める
H一③患者 との関係づ くりや看護師とのやりとりから個性をつかむ
1一④窮地に置かれた状況から素の学生を発見する
尊重する H一⑨一人の人間として尊重する
H一⑩実習は二十歳の子にとって日常ではないことを分かって関わる
J一⑨前評判でみていないよと示す
L一⑰患者のことも自分のことも大事にすることは厳 しくする
生活面をねぎらう E一④通学に時間のかかる学生は頑張っているねとねぎらう
信 頼 し,待 つ しばらく待つ J一⑥自分で考えさせるためどこまで待つか駆け引きする
L一⑦自分で気づくようちょっと待つ
L一⑭厳 しく言ったら様子を見たり,関わ りすぎたら距離を置いたり方法を変える
Q一④できないと感情的になる学生は,そっと時間をおいて出来るようになるま
でみていく
信頼 し,あきらめない C一④学生を第一に信頼する
G一⑨学生のことを最初に諦めない
J一⑦学生を最後まで諦めない
R一②根気強 く言い続ける
R一③今気がつかないとナースになった時に困るということは言い続けた
グループの関係を
調整する
グループの関係を
調整する
F一⑥抱えていることを自分の中だけに留めないようみんなに聞くよう仕向ける
G一①グループが成長できるよう人間関係に目を配る
G一②グループで何かありそうな時は聞く
G一③グループの問題は最初の1週 間で把握する
G一④前の実習でグループの人間関係がうま くいってなかった状況に早 く気づく
J一②オ リエンテーションでお互いに自己紹介する
J一④グループダイナ ミクスの突破ロを開いてくれそうな学生に託す
脅威にならない 脅威にならない B一②威圧感を与えない
B一④潰れそうな学生は記録が書 けなくても脅か したり責めたりしない
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カ テ ゴ リー サブカテゴリー コ ー ド
C一③教員は評価者であるという意識をさせない
F一⑤脅威になるような雰囲気は出さない
K一④自分の感情は出さずに注意する
L一⑮理不尽な怒り方はしない
N一③教員が安心材料になれば学生は自立 してステップを踏んでいく
1対1で 話す H一①人前で言 うと閉 じこもりそうな学生にはそっと声をかける
1一② 困 って い る こ と は1対1で 話 す
Q一⑧改善を求める時は1対1で,褒 めるときはみんなの前でする
困った時は助 ける A一④つまついている学生には目をかけ手をかける
Q一⑥明るい雰囲気で細かいことはあまり言わず,困 った時は助ける
Q一⑦困った時に教員に頼るか どうかは学生次第で,学生の意思と必要に応 じて
介入する
自分 との付 き合 い
方を学んでもらう
自分 との付 き合い方
を学んでもらう
H一④自分 との付 き合い方を覚えて実習 していけるように関わる
H一⑪病気と付き合いながら患者 と付き合えるよう学習をサポー トする
皿.考 察
臨地実習で教員が学生に対 しておこなっているケア
リングを明らかにする目的で調査を行ったところ,10
のカテゴリーにまとめられた。以下,結 果に基づき考
察を述べてい く。
1.対象者の属性と実習環境について
今回,縁故法により対象者を得たところ18人 の参
加協力を得た。教育歴は1～8年 で,ややばらつきが
みられたが,全員職位は助教であった。対象を臨地実
習で学生指導に携わっている教員 としたため,教員の
中でも若手であり,実習指導の機会の多い助教が対象
となった。そのため今回の研究結果については,看護
教員の中でも教育歴10年 未満の若手の教員に限定さ
れた結果であると言える。主要な担当科目は,基礎看
護学実習,成 人看護学実習,老 年看護学実習などであ
り,成人期から老年期にある対象を受け持つ実習の担
当者であった。実習期間は2～4週 間,教員一人あた
りの受け持ち学生数は5～9人 と違いがあった。以上
のことから,成人期から老年期の対象を受け持つ実習
を担当する教育歴10年未満の助教であるという点が,
今回の対象者の特徴であると言える。
2.教員が学生に対 しておこなっているケアリング
インタビューの内容は,【緊張を緩和し,環境を整え
る】【学習に配慮する】【観察し声をかける】【助言 と
提案をする】【やれていることと頑張って欲 しいこと
を意識させる】【個を理解し尊重する】【信頼 し,待つ】
【グループの関係を調整する】【脅威にならない】【自
分 との付き合い方を学んでもらう】の10の カテゴリ
ーにまとめられた。
先行研究で明 らかとなっている学生が捉えた教員の
ケアリングは,【承認,傾聴,内省の促し,学生の人権
への配慮】7),【学生と共に在る,モデリング,教員の
態度 ・雰囲気,成 長のための適切な助言】8),【対話,
学生の意思を尊重 し環境を整えることでできる限り学
生の実践に繋げること,モデリング,確認】9),【待つ
こと・信 じること,学生が体験 していることに関心を
もつ】11)などがある。今回の研究から得 られた10の
カテゴリー と重なる内容が多い。
【緊張を緩和 し,環境を整える】は,緊張の強い学
生に対 して,気持ちをほぐしたり楽になるような言葉
をかけ,患者や看護師 との関わりがうまくいくように
調整 し,サポー トする関わりである。B氏 は,3年 次
の領域別実習開始時の学生は特に緊張が強いと感 じて
いた。谷垣 らは,臨地実習 とい う授業は学外で行われ
るものであり,学生にとって馴染みのない場所である。
そのような場所で,さ らに新 しい体験を前にして不安
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を感 じている学生に対 して,教員は単に知識や技術の
指導以上に学生に安心感をもたらす役割がある8)と述
べている。またケアリングカリキュラムの理論モデ
ル4)の中では,学生の学習を導 くような肯定的な環境
を提供する必要性が述べられている。教員からの学生
の緊張をほぐす言葉かけや,患 者や看護師との関わり
で困っていることがあれぼ間に入って調整する役割は,
学習が進むための環境づ くりであり,学生に安心をも
たらす関わりである。
【学習に配慮する】は,記録や課題の進め方を個別
性に合わせたり,事前学習や練習が不十分であっても,
時にはその状況において体験することを優先させ,患
者に看護技術を実施する関わりである。澤田ら11)は,
実際の指導場面で臨床指導者や教師は,学生が体験 し
ていることを全面的に受け止める前に,学習方法や記
録の指導に力を入れてしまう傾向にあると述べている。
また谷垣ら8)は,看護実践は行 うことができても書 く
ことが苦手な学生にとって,書 かれたものだけで評価
されることや,で きない点だけを指摘されるのはつら
い と思われると述べている。記録や学習よりも体験を
重視するとい うことではないが,メイヤロフはケアの
要素2)の中で,リズムを変えるという要素を挙げてい
る。これは,習慣に従ってパターンでケアするのでは
なく,過去の経験から学びとり,よ りよく他者を援助
するために,自分の行動をそのまま続けたり,正 して
い くとい うことである。学習内容 として何を優先させ
るのかをその患者や学生の状況の中で見極め,そ の都
度もっとも良い判断をしていく関わりが求められる。
【観察 し声をかける】は,状況を予測 しながら学生
を観察 したり,声をかける関わりである。対象者は,
学習のつまづきや体調,睡 眠,実習に向かう気持ちな
どを察 して,声 をかけていた。またその声かけが,対
話のきっかけとなっていた。ノディングスは,ケ アリ
ングのための道徳教育には,モ デリング,実践,確 認
とともに対話の重要性を述べている3)。対話の重要性
については,先行研究の 【傾聴】7),【対話】9)からも
明らかであり,本研究で明らかとなった 【観察 し声を
かける】関わりは,J氏 の"核 心に迫るような投げか
けでなくても,ち ょっとそういう,こ うボールを投げ
てみると…"の 語 りからも,学生の生活状況や困って
いることを知るきっかけともなっていた。メイヤロフ
は,「誰かをケアするためには,私は多 くのことを知る
必要がある。例えば,そ の人がどんな人なのか,そ の
人の力や限界はどのくらいなのか,そ の人の求めてい
ることは何か,そ の人の成長のたすけになることはい
ったい何か一などを私は知 らねばならない12)」と述べ
ている。学生をよく知るためには対話が必要であるが,
そのきっかけとして,学生をよく観察する関わりが求
められる。
【助言 と提案をする】は,学生の思いや考え,意欲
をみなが ら助言を行ったり,患者のケアについて一緒
に考え,提案する関わりである。患者のケアに関する
助言や提案は,教員の重要な役割であるが,そ の熱意
のあまり,指導 とい う名の説教になったり,次々と追
い討ちをかけるような質問や説明になる11)ことがある。
学生は,患者をケアする看護者 としては初学者である
が,も ともと人 として様々な能力や個性をもち,成長
の可能性をもつ存在である。教員には,学生が体験 し
ていることや思いを知った上で,成長につながるよう
な助言や提案が求められる。
【やれていることと頑張って欲 しい ことを意識させ
る】は,やれていることと頑張って欲 しいことの両方
を教員は見て,学生が意識できるよう褒めたり,患者
の反応を共に喜んだり,振 り返 りを支援する関わりで
ある。これは先行研究の 【承認,内 省の促 し】7),【成
長のための適切な助言】8),【確認】9)と同様の関わり
である。本研究の対象者の語 りからは,褒 めることは
積極的に,頑張って欲 しい課題についての助言は慎重
に行 う姿勢がうかがえた。やれていることや頑張って
いることを認めて褒める教員の関わりは,学生の実習
や学習に対する自己効力感を高める。一方,教 員が課
題についての助言に慎重なのは,助言の内容やや り方
によって,学生を傷つけたり,自己効力感を低下させ
るためであると考える。メイヤロフはケアの要素2)の
中で,信頼 とい う要素を挙げている。 これは,ケ アす
る相手を信頼するという意味もあるが,ケ アする人は
自分の考えが真をついていそうに思えるときの自分の
感覚を,ま たいつその考えを一掃するかについての決
断を下すときの自分の感覚を信頼 しなければならな
い13)とあることから,ケアする自分も信頼するという
意味がある。つまり,学生の成長にとって必要なこと
だが言いにくいことを助言する時には,学生への信頼
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とその決断を行 う教員の経験や自分自身への信頼が根
底にあることが求められる。
【個を理解 し尊重する】は,学生の思いや考えを聞
き,個人 として尊重する関わりである。これは先行研
究の 【傾聴】7)と同様の関わ りである。対象者は,実
習に関する学生の思いや考えをきちんと聞き,時 には
患者 との会話から学生を理解 していた。谷垣 ら8)は,
学生にとって,実習における看護実践の体験は初めて
のことがほとんどであり,自分が実施 したケアに対 し
て,「これでよかったのだろうか… 」 という不安をも
っていることが多い。だからこそ,まずは学生の話を
よく聴 く姿勢が求められると述べている。
【信頼 し,待つ】は,学生が自分で考えたり,気づ
けるようにするためしばらく待ったり,最後まで学生
を信頼 して諦めず,根気強 く言い続ける関わ りである。
これは先行研究の 【待つ こと,信じること】11)と同様
の関わりである。メイヤロフはケアの要素2)の中で,
忍耐 という要素を挙げている。これはケアする相手へ
の関与の一つのあり方であり,忍耐によって,相手に
とってよい ときに,相手にそった方法で,相手を成長
させることができるのである14)。つまり,成長はこれ
を強制できるものではなく,相手に時間を与えること
で好機を見つけさせることができる14)というのである。
教員には,学生の成長を信 じて,忍耐強 く介入の好機
をうかがったり,最後まで諦めずに関わり続ける勇気
が求められる。そしてそういった関わりを通 して,教
員自身も教育者 として成長するのだと考える。
【グループの関係を調整する】は,グループの人間
関係を調整 し,グループダイナミクスの形成に働きか
ける関わりである。先行研究で明らかとなっている学
生が捉えた教員のケアリングの中にグループの人間関
係を調整 したり,グループダイナミクスに働きかける
カテゴリーはな く,宮脇の研究結果7)の中で,【学生
の人権への配慮】のコー ドとして,学生はグループメ
ンバー との関わりの中で困窮 している時,教 員からの
支援を必要 としていることが述べられている。今回の
研究は教員が対象であったことから,教育の中でグル
ープダイナミクスを活用する教員の意図や考えが語ら
れた結果であると考える。今回の対象者の中でも特に
G氏 とJ氏 は,実習におけるグループダイナミクスの
重要性を認識 し,グループの人間関係の調整に積極的
に働きかけていた。学生は患者,臨 床指導者,教 員だ
けでなく,グループメンバー との関わりにも悩み,支
援を必要 としていることから,グループの人間関係に
ついて関心をもち,そ の特徴をよく理解 したうえで,
必要な時には介入することが求められる。
【脅威にならない】は,教員の存在や関わりが脅威
にならないようにして,学生が困っている時には助け
る関わ りである。 これは先行研究の 【学生の人権への
配慮】7),【教員の態度 ・雰囲気】8)と同様の関わりで
ある。対象者の語 りからは,学生に脅威を与えないよ
うな態度で関わり,話をする時は1対1で 話 し,学生
が困っている時には助ける関わりが明らかとなった。
谷垣 ら8)は,学生の中には教員を評価する人 として捉
える傾向があり,本音と建前を使い分けることがある。
そのため,教員の関わり方次第で,学生の実習体験が
実 り多いものにもなれぼ,逆 に自信喪失や 自尊感情の
低下につながると述べている。またメイヤロフはケア
の要素2)の中で,正直と謙遜という要素を挙げている。
正直 とは,自分 自身に面 と向かい,ケ アする相手に対
して心を開き,あ るがままの相手を見つめること15)
であり,謙遜 とは,相手について継続的に学ぶ こと,
つまりケアされている人から学ぶ こと16)である。教育
とは,学生の成長に携わる営みであることを肝に銘じ,
教員はメイヤロフの言 う正直 と謙遜の態度で臨む必要
がある。そのような態度で学生 と共に在ること8)が,
学生の成長を助け,ま た教員 自身も成長することに繋
がると考える。
【自分 との付き合い方を学んでもらう】は,先行研
究で明 らかとなっている学生が捉えた教員のケアリン
グの中にはみ られないカテゴリーである。【グループ
の関係を調整する】 と同様に,今 回の研究は教員が対
象であったことから,教員の教育的な意図や考えが語
られた結果であると考える。 これは,メ ンタル面で問
題のある学生が,自分の病気 と付き合いながら患者 と
向き合えるよう支援する関わりである。看護大学が増
える中で,入学 してくる学生の背景や動機も多様化 し
ている。教員はその対応に困難を感じることも多いが,
臨床指導者,看護スタッフ,臨床心理士などの専門家,
時には学生の家族も巻き込みながら,関わっていくこ
とが求められる。
ケアにおいては,成果よりも過程が第一義的に重要
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である17)とメイヤロフは述べている。教育においても
同様であり,教員がその学生に関わることができるの
は,現在においてのみのことであり,いまここでいか
に応ずるか とい うことであり,現在自分たちが持って
いるもの,お かれている立場から,常 に行動を起こさ
なけれぼならないのである17)。教員は学生 と対話を通
して,学生が体験していることを理解し,その体験の
意味を見出す作業8)を共に行 うことが重要なのだと考
える。
皿.結 論
看護大学で臨地実習に携わっている教育歴10年 未
満の若手の教員18人 へのインタビューから,実習で
教員が学生に対 しておこなっているケアリングを明ら
かにした。教員がおこなっているケアリングは,【緊張
を緩和 し,環境を整える】【学習に配慮する】【観察 し
声をかける】【助言と提案をする】【やれていることと
頑張って欲 しいことを意識させる】【個を理解し尊重
する】【信頼 し,待 つ】【グループの関係を調整する】
【脅威にならない】【自分との付き合い方を学んでも
らう】の10のカテゴリーにまとめられた。その中で,
【グループの関係を調整する】【自分 との付き合い方
を学んでもらう】は,先行研究の学生が捉えた教員の
ケアリングの中ではみられなかったケアリングの要素
であった。
IX.研究の限界
今回,メイヤロフの定義を参考に本研究におけるケ
アリングを定義 したが,やは り概念があいまいであ り,
分析の過程で困難を伴った。また対象者は18人 得ら
れたが,全員が教育歴10年未満の若手の助教であり,
担当領域も基礎看護学,成 人看護学,老 年看護学等に
限られていた。そのため,看護教員がおこなうケアリ
ング全体を説明できているとは言えない。今後引き続
き,対象者の選定やインタビューの内容を精選 してい
く必要がある。
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